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曲 げ モ ー メ ン ト 影響線 の 性質 に つ い て 1)
長 元 亀 久 男
The Nature of Influence Line of Bending Moment. 
Kikuo NAGAMOTO 
The position of the maximum of the influence 1ine of a three-span continuous beam 
and the continuity of the curve at points of suppont are discussed in this paper. 
連続梁 の 曲 げモ ー メ ン ト 影響線の性質を考え て み る に ， 一番簡単な 三径間連続梁 の場合に つ き調
べ て み る こ と に す る 。 第 1 図 に て ん を 可
第 1 径間 ， ん を第2径間 ， ん を第 3 径聞
と 名付け ， 考え て い る 点が第 2 径聞に あ
る 場合 ， 荷重が第 1 径間 ， 第 2 径間 ， 第
3 径聞に あ る 場合に つ き ， それぶれの 支
ι 一 九 一一点 に お け る 反動力 を 求め て み る に ， 先ず U 
第 1 径間に あ る 場合は ， 第 1 図 を 参照 し 叫 馬 記
て 次 の様に 求め得 ら れ る O 図 1
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第 2 径聞に荷重が あ る 場合 に つ い て は ， 第 2 図を参照 し て 次 の様に求め得 ら れ る 。
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第 3 径間に荷童が あ る 場合 に つ い て は ， 第 3 図 を 参照 し て 次の様に 求め得 ら れ る 。
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今考 え て い る 点 が第 2 径 聞 に て ， 2 
支 点 か ら 左方に Z の距離に あ る も の と
し て ， 荷重が そ れぞれ の 径間 に あ る と
き ， そ の 点 に 及 ぼ す 曲 げモ ー メ ン ト 影
響線を M.' . . . . . . . . . M.4 vこ で あ らわす
も の と し ， こ れ ら の値を計算すれば次
の様に 求め 得 ら れ る 。 叉 作図すれば
第 4 図 の 様に 画 き 得 ら れ る 。
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( 18) 式は荷重が第 1 径間 に あ る と き ， 2 点 に 及 ぼ す モ ー メ ン ト 影響線は ， 荷重が ， ( 1/ν3) X l1 
の 位置 に き た と き最大 と な る こ と を 示す の で あ る 。
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(20) 式は荷重 が 第 1 径間 に あ る と き ， 3 点 に 及 ぼす モ ー メ ン ト 影響線は ， 荷重が ， や は り (1/v 3 )
× ん の位置に き た と き 最大 と な る こ と を 示す の で あ る 。
[�グ乎r乙r.2午2
五壬L1立!!__ = - 7)2 {2(山州立 -3V2Z)一仙川Z2Z12 + 3vかP= O
dV2 
3(211 + 312)v22 -6122vz -211122 = 0 
= lz .l!.さv9zl土6fρ/1 + 312) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . {22) 3(211 + 312) 
荷重が第 2 径間 に あ る と き ， 3 支 点 に 及ぼす モ ー メ ン ト 影響線は ， 荷重 が (22) 式 に示す位置 に き
た と き 最大 と な る こ と が わか る 。
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荷重が第 2 径間 に あ る と き ， 2 支点 に 及ぼす モ ー メ ン ト 影響線は ， 前の場合を裏返に し て 考 え れ
ば よ い。 即 ち荷重が (23) 式に示す位置 に き た と き 最大 と な る こ と が わか る O
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荷重が 第 3 径聞 に あ る と き ， 2 支
点 及 び 3 5'( 点 に 及 ぼす モ ー メ ン ト 影
響線は ， 荷重が第 1 径聞に あ る 場合
を裏返に し て 考 え れば よ ろ し く ， 2 
及 び 3 点 に 及 ぼす両方の モ ー メ ン ト
影響線は ， 荷重 が (26) 式に示す位
置 に き た と き 最大 と な る こ と がわか
る 。 こ れ ら の 関係を 図示すれば第 5
図 の様に な る 。





点 に 及 ぼす モ ー メ ン ト の 影響線及 び考 え る 点 に荷重が き た と き の モ { メ ン ト の軌跡 Ml' 曲 線 の 切線
の傾斜の 関係に つ て 考察す る こ と に す る 。
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(27) 一 ・ ・ ー {31)式か ら 支 点 2 ， 3 に て 共通切綜を有す る 2 ， 3 支点 に 及 ぼす モ ー メ ン ト 影響線を 画
け ば第 6 図 の様に な る 。 考え て い る 同 じ支 点 に 及 ぼす モ { メ ン ト 影響親は ， そ れ ぞれ共通切線を 有
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す る が ， 支 点 モ ー メ ン ト 影響線で考え
て い る 径聞か ら 隣れ る 径聞に移 る 際連
続 し な い も の は M;， 曲 線 と 共通切線を
有す る こ と が わか る O
次 に 考 え て い る 点が 第 3 径聞 に て ，
3 支 点 か ら 左方 z の 位置 に あ る も の と
す る O こ の 点 に 及 ぼす 曲 げモ ー メ ン ト
影響線は 次 の 様に 求め得 ら れ る 。 こ れ
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図 6
然 ら ば 3 支 点 に 及 ばすモ ー メ ン ト 影響線は 次 の様に導 き 得 ら れ る 。
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こ れ ら の 関係 を 図示すれば第 8 図 の様に な
る 。
(44) ， (45) は 支 点 2 に て ， 荷重 が 第 1 及
び第 2 径開に あ る と き 3 支 点 に 及 ぼ す モ { メ
ン ト 影響線は共通切線を有 し ， 支 点 3 に て は ，
荷重が 第 2 径 間 に あ る と き 3 支 点 に 及 ぼ す モ
ー メ ン ト 影響棋 と ， 第 3 径聞 の 考 え て い る 点
の モ ー メ ン ト 軌跡 曲 線 と が共通切線を 有す る
こ と を意味す る 。 図 8
(1) 本稿は日本機械学会北陸地方講演会 (昭28-9-18) におる講演要旨である 。
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